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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブスクリプション・プロファイル・リポジトリ（ＳＰＲ）を利用してサブスクライバ
についてのリアルタイムデータネットワーク使用量情報を提供するための方法であって、
　サブスクライバについてのリアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求を
受信するステップと、
　前記要求に応答して、ＳＰＲにおいて前記サブスクライバについてのデータ変更を実施
するステップと、
　前記ＳＰＲにおいて、前記データ変更に応答して、リアルタイムデータネットワーク使
用量情報をポリシーおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）に要求するステップと、
　前記ＰＣＲＦにおいて、
　　リアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する前記要求を受信するステップと
、
　　前記要求に応答して、前記サブスクライバについてのリアルタイムデータネットワー
ク使用量情報を少なくとも１つのポリシーおよび課金実施機能（ＰＣＥＦ）に要求するス
テップと、
　　前記少なくとも１つのＰＣＥＦから前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報
を受信するステップと、
　　前記ＳＰＲに前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報のインディケーション
を提供するステップとを含む、方法。
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【請求項２】
　サブスクライバに関するリアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求を受
信するステップは、データネットワーク・オペレータの情報技術（ＩＴ）システムにおい
て前記要求を受信するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記要求を受信するステップは、通話、テキスト・メッセージまたは電子メールのうち
の１つを介して前記サブスクライバから前記要求を受信するステップを含む、請求項１ま
たは２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＰＲにおいて前記サブスクライバについてのデータ変更を実施するステップは、
前記ＳＰＲによって維持される前記サブスクライバについてのプロファイルにおいてフラ
グを設定するステップを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報を取得するために前記ＰＣＲＦにメッ
セージを送信するステップは、前記ＰＣＲＦにプッシュ通知要求（ＰＮＲ）メッセージを
送信するステップを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＰＣＲＦにおいて、前記要求の受信に応答して、前記サブスクライバのために機能
する少なくとも１つのＰＣＥＦを識別するステップを含み、前記ＰＣＲＦは、前記少なく
とも１つのＰＣＥＦからデータネットワーク使用量情報を受信し、前記サブスクライバに
ついての合計の最新データネットワーク使用量カウントを決定する、請求項１～５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＰＲに前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報のインディケーションを
提供するステップは、プロファイル更新要求（ＰＵＲ）メッセージを介して前記ＳＰＲに
使用量情報を提供するステップを含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＳＰＲから、前記サブスクライバと対話する情報技術（ＩＴ）システムに、前記リ
アルタイムデータネットワーク使用量情報を提供するステップを含む、請求項１～７のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのＰＣＥＦから前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報を
受信するステップは、前記サブスクライバが１つ以上のデータネットワークセッションに
関与している間に、前記サブスクライバについてのデータネットワーク使用量情報を反映
させたバイトカウントを前記ＰＣＥＦから受信するステップを含む、請求項１～８のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報は、ロング・ターム・エボリューショ
ン（ＬＴＥ）データネットワーク使用量情報を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１１】
　サブスクリプション・プロファイル・リポジトリ（ＳＰＲ）を利用してサブスクライバ
についてのリアルタイムデータネットワーク使用量情報を提供するためのシステムであっ
て、
　サブスクライバについてのリアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求を
受信し、前記要求に応答して、前記サブスクライバについてのデータ変更を実施するよう
に構成された情報技術（ＩＴ）システムと、
　ポリシーおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）と、
　前記ＩＴシステムから前記データ変更を受信し、前記データ変更に応答して、リアルタ
イムデータネットワーク使用量情報を前記ポリシーおよび課金規則機能(ＰＣＲＦ)に要求
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するように構成されたＳＰＲと、を含み、前記ポリシーおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）
は、リアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求を受信し、前記要求に応答
して、リアルタイムデータネットワーク使用量情報を少なくとも１つのポリシーおよび課
金実施機能（ＰＣＥＦ）に要求し、前記少なくとも１つのＰＣＥＦから前記リアルタイム
データネットワーク使用量情報を受信し、前記ＳＰＲに前記リアルタイムデータネットワ
ーク使用量情報を提供するように構成される、システム。
【請求項１２】
　実行可能命令を含むコンピュータ読取可能プログラムであって、前記実行可能命令は、
コンピュータのプロセッサによって実行されると、前記コンピュータに、
　サブスクリプション・プロファイル・リポジトリ（ＳＰＲ）において、
　　前記ＳＰＲにおいてサブスクライバについてのデータ変更を実施するために情報技術
（ＩＴ）システムから通信を受信するステップと、
　　前記データ変更を実施するための通信に応答して、リアルタイムデータネットワーク
使用量情報をポリシーおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）に要求するステップと、
　　前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報のインディケーションを含む通信を
前記ＰＣＲＦから受信するステップと、
　　前記リアルタイムデータネットワーク使用量情報の前記インディケーションを前記Ｉ
Ｔシステムに提供するステップと、を実行させる、コンピュータ読取可能プログラム。
【請求項１３】
　実行可能命令を含むコンピュータ読取可能プログラムであって、前記実行可能命令は、
コンピュータのプロセッサによって実行されると、前記コンピュータに、請求項１～１０
のいずれか１項に記載の方法を処理させる、コンピュータ読取可能プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先権主張
　本願は、２０１３年１１月２０日に提出された米国特許出願連続番号第１４／０８５，
７７９号の利益を主張するものであって、その開示全体が引用によりこの明細書中に援用
されている。
【０００２】
　技術分野
　この明細書中に記載される主題は、データネットワーク・サブスクライバにリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報（usage information）を提供することに関する。より
特定的には、この明細書中に記載される主題は、ＳＰＲを用いて、リアルタイムデータネ
ットワーク使用量情報を提供するための方法、システムおよびコンピュータ読取可能媒体
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　背景
　データ通信ネットワークにおいては、データ通信ネットワークサブスクライバが、最新
の（current）データネットワーク使用量情報をリアルタイムで取得できることが望まし
い。たとえば、データネットワーク・サブスクライバが一か月当たり５ギガバイトのデー
タを使用すると契約した場合、サブスクライバがそれ自体の最新のデータネットワーク使
用量をリアルタイムで取得できることが所望され得る。このため、サブスクライバは、デ
ータ容量の購入および／またはそれ自体のデータネットワーク使用量動向の変更を行なえ
るようになっている。
【０００４】
　データネットワーク使用量情報を提供するための一つのアプローチとして、サブスクリ
プション・プロファイル・リポジトリ（subscription profile repository：ＳＰＲ）を
使用することが挙げられ得る。ロング・ターム・エボリューション（long term evolutio
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n：ＬＴＥ）ネットワークにおいては、ＳＰＲは、サブスクライバのデータネットワーク
使用量プロファイル、すなわち、サブスクライバが契約したデータ割当て量や、使用量情
報をも記憶する。しかしながら、ＳＰＲにおける使用量情報は、典型的には、データネッ
トワークセッションが終了する場合にしか更新されない。サブスクライバにとっては、こ
のサブスクライバが１つ以上のデータネットワークセッションに関与している間にデータ
ネットワーク使用量情報をリアルタイムで取得することが所望され得る。この情報を取得
するためにセッション終了まで待機することは、場合によっては望ましくない可能性があ
る。
【０００５】
　サブスクライバにデータネットワーク使用量情報を提供するための別のオプションとし
て、ポリシー制御および課金実施機能（policy control and enforcement function：Ｐ
ＣＥＦ）からデータネットワーク使用量情報を取得してもよい。しかしながら、特定のサ
ブスクライバのために機能するＰＣＥＦは動的に決定される。ネットワーク使用量情報を
取得するためにサブスクライバが交信する情報技術（information technology：ＩＴ）シ
ステムは、サブスクライバについての最新のＰＣＥＦ情報を持たない可能性がある。この
ため、上記のように機能するＰＣＥＦについての情報がないために、ＩＴシステムにＰＣ
ＥＦから直接データネットワーク使用量情報を取得させることができないかもしれない。
ＩＴインターフェイスを用いて、（セッションの最新のバイトカウントなどの）高速で変
化する動的状態データを検索することも所望されない。
【０００６】
　ＩＴシステムがサブスクライバのデータネットワーク使用量情報についてＰＣＥＦに問
合わせることができたとしても、ＰＣＥＦは、サブスクライバのデータネットワーク使用
量割当ての全体像を把握していない可能性がある。このシナリオでは、ＰＣＲＦは使用量
マネージャであり、ＰＣＥＦは使用量トラッカーであり、ＳＰＲは使用量情報の長期間記
録である。ユーザセッションが最初に発生したとき、使用量マネージャは記録から使用量
情報を読出して、セッションにとって何が利用可能であるかを計算する。たとえば、サブ
スクライバの毎月の上限は５ＧＢである可能性があり、サブスクライバが既に１ＧＢを使
用してしまっているとする。このため、使用量マネージャ（ＰＣＲＦ）は、ユーザセッシ
ョンにとって４ＧＢが利用可能であることを認識している。ＰＣＲＦは、使用量トラッカ
ー（ＰＣＥＦ）に全量分を割当てない可能性もある。ＰＣＲＦは、トラッカーに追跡させ
るよう１００ＭＢを割当ててもよい。サブスクライバがこの１００ＭＢの量を使い果たす
と、トラッカーは、このことをマネージャに報告する。すると、さらに別の１００ＭＢの
チャンクが割当てられ得る。これは、セッションの寿命中に、数回、起こる可能性がある
。この例に続いて、サブスクライバが４個目の１００ＭＢのチャンクを用いている可能性
もある。このとき、このこと、すなわち、１．３ＧＢの月ごとの割当て量が使用され、ユ
ーザが別の１００ＭＢのチャンクを消費している最中であることを認識しているのは使用
量マネージャだけである。ＩＴシステムがＰＣＥＦに接続してスナップショットを検索す
ることができるとしても、ＩＴシステムが識別することができるのは、１００ＭＢのチャ
ンクのうちどれだけ使用されるかという点、たとえば６０Ｍだけが使用されるという点だ
けである。他方で、使用量マネージャとしてのＰＣＲＦは、ＳＰＲに最終値を書込む前に
消費された先行のチャンクのために必要な計算を実行するだろう。これにより、ＰＣＥＦ
と交信するだけでは、サブスクライバのデータネットワーク使用量の全体像が得られない
可能性がある。
【０００７】
　ＰＣＥＦから使用量情報を直接取得する際のさらに別の問題は、ユーザが、複数の同時
セッションを行なって別々のＰＣＥＦを機能させる可能性がある点である。このような場
合、ＩＴシステムが単一のＰＣＥＦと交信するのであれば、このＩＴシステムは、サブス
クライバの最新のネットワーク使用量をすべて有することにはならないだろう。正確な使
用量カウントを提供するためのダイレクトインターフェイスとして、ＩＴシステムは、場
合によっては、サブスクライバのために機能し得る如何なるＰＣＥＦにも対応するダイレ
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クトインターフェイスを有することが必要となるだろう。このような解決策は拡張可能で
も実用的でもない。
【０００８】
　最新のデータネットワーク使用量情報を提供することはサブスクライバおよびネットワ
ークオペレータにとって有用であり得る。たとえば、最新のセッションのせいで、サブス
クライバがそれ自体のデータ割当て分を超過してしまう場合、サブスクライバは、セッシ
ョン中にこの情報を得ることを所望するかもしれない。このため、サブスクライバは、セ
ッションを終了することができるか、または追加のデータネットワーク容量を購入するこ
とができるようになっている。ネットワークオペレータは、最新の割当て分を超過してし
まう前に、追加のデータネットワーク使用量割当て分を購入するための機会をサブスクラ
イバに提供することを所望する可能性がある。
【０００９】
　したがって、これらの問題点を考慮すると、ＳＰＲを用いてリアルタイムデータネット
ワーク使用量情報を提供するための方法、システムおよびコンピュータ読取可能媒体が必
要となる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　概要
　この明細書中に記載される主題は、ＳＰＲを用いてリアルタイムデータネットワーク使
用量情報を提供するための方法、システムおよびコンピュータ読取可能媒体に関する。一
方法は、リアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求を受信するステップを
含む。当該方法はさらに、要求に応答して、ＳＰＲにおいてサブスクライバについてのデ
ータ変更を実施するステップを含む。当該方法はさらに、ＳＰＲにおいて、データ変更に
応答して、ポリシーおよび課金規則機能（policy and charging rules function：ＰＣＲ
Ｆ）に変更の通知を送信するステップを含む。当該方法はさらに、ＰＣＲＦにおいて、デ
ータ変更の通知に応答して、サブスクライバのために機能する少なくとも１つのポリシー
および課金実施機能（policy and charging enforcement function：ＰＣＥＦ）にリアル
タイムデータネットワーク使用量情報を要求するステップを含む。当該方法はさらに、Ｐ
ＣＲＦにおいて、少なくとも１つのサービングＰＣＥＦからデータネットワーク使用量情
報を受信するステップを含む。当該方法はさらに、リアルタイムデータネットワーク使用
量情報のインディケーションをＳＰＲに対して提供するステップを含む。
【００１１】
　「リアルタイムデータネットワーク使用量情報」という語は、この明細書中において用
いられる場合、それが取得された時点で最新であるデータネットワーク使用量情報のスナ
ップショットを指す。たとえば、リアルタイムデータネットワーク使用量情報のスナップ
ショットは、このような情報に関する要求がＰＣＥＦによって受信された時点で、かつ、
ＰＣＥＦが要求を処理する時間を得た後に、ＰＣＥＦによって維持されているネットワー
ク使用量カウンタの値であってもよい。データネットワーク使用量情報が毎秒あたり数千
バイトの速度で変化し得ることが理解される。このため、この明細書中に記載されるメカ
ニズムを用いて得られるリアルタイムデータネットワーク使用量情報は、情報がサブスク
ライバに返送される時までは、正確な最新データネットワーク使用量カウント（usage co
unt）ではない可能性がある。しかしながら、「リアルタイムデータネットワーク使用量
情報」という語は、サブスクライバが関与していた最終セッション終了時に取得されたデ
ータネットワーク使用量情報よりも新しい、サブスクライバまたはネットワークオペレー
タの要求に応じて取得されたデータネットワーク使用量情報を含むものとして意図されて
いる。
【００１２】
　この明細書中に記載される主題は、ハードウェアおよび／またはファームウェアと組み
合わせてソフトウェアで実現することができる。たとえば、この明細書中に記載される主
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題は、プロセッサによって実行されるソフトウェアで実現することができる。例示的な一
実現例においては、この明細書中に記載される主題は、コンピュータ実行可能命令が格納
された非一時的なコンピュータ読取可能媒体を用いて実現することができる。コンピュー
タ実行可能命令は、コンピュータのプロセッサによって実行されると、ステップを実行す
るよう当該コンピュータを制御する。この明細書中に記載される主題を実現するのに好適
である例示的なコンピュータ読取可能媒体は、ディスクメモリデバイス、チップメモリデ
バイス、プログラマブルロジックデバイス、および特定用途向け集積回路などの非一時的
なコンピュータ読取可能媒体を含む。加えて、この明細書中に記載される主題を実現する
コンピュータ読取可能媒体は、単一のデバイスもしくはコンピューティングプラットフォ
ームに配置されてもよく、または、複数のデバイスもしくはコンピューティングプラット
フォームにわたって分散されてもよい。
【００１３】
　図面の簡単な説明
　この明細書中に記載される主題を、ここで、添付の図面に関連付けて説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供するためのシステムを示すネットワーク図である
。
【図２】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供するための例示的なメッセージフローを示すネッ
トワーク図である。
【図３】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＩＴシステムの例示的なコンポーネン
トを示すブロック図である。
【図４】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＳＰＲの例示的なコンポーネントを示
すブロック図である。
【図５】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＰＣＲＦの例示的なコンポーネントを
示すブロック図である。
【図６】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＰＣＥＦの例示的なコンポーネントを
示すブロック図である。
【図７】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供する際にＩＴシステムによって実行される例示的
なステップを示すフローチャートである。
【図８】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタイ
ムデータネットワーク使用量情報を提供する際にＳＰＲによって実行される例示的なステ
ップを示すフローチャートである。
【図９】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、リアルタイムデータネット
ワーク使用量情報を提供する際にＰＣＲＦによって実行される例示的なステップを示すフ
ローチャートである。
【図１０】この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタ
イムデータネットワーク使用量情報を提供する際にＰＣＥＦによって実行される例示的な
ステップを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　詳細な説明
　この明細書中に記載される主題は、ＳＰＲを用いて、リアルタイムデータネットワーク
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使用量情報を提供するための方法、システムおよびコンピュータ読取可能媒体を含む。図
１は、この明細書中に記載される主題が機能し得る例示的なネットワークアーキテクチャ
を示すネットワーク図である。図１を参照して、サブスクリプション・プロファイル・リ
ポジトリ（ＳＰＲ）１００は、データネットワーク・サブスクライバについてのサブスク
リプション情報を記憶する。ＳＰＲ１００は、１つ以上のポリシーおよび課金規則機能（
ＰＣＲＦ）１０２と通信して、データネットワーク・サブスクライバについてのポリシー
情報をＰＣＲＦ１０２に提供し得る。ＰＣＲＦ１０２は、サブスクライバについてのポリ
シーをポリシーおよび課金実施機能（ＰＣＥＦ）１０４にインストールする。ＰＣＥＦ１
０４は、サブスクライバについてのデータネットワーク使用量情報を維持し、ポリシーを
実施する。サブスクライバ１０６などのサブスクライバがリアルタイムデータネットワー
ク使用量情報を取得することを所望する場合、サブスクライバは、サブスクライバの携帯
電話会社または他のデータネットワーク・サービスプロバイダに関連付けられた情報技術
（information technology：ＩＴ）システム１０８と交信し得る。サブスクライバにポリ
シー情報を提供するための実現可能な一解決策は、ＩＴシステム１０８にＳＰＲ１００か
ら情報を取得させることである。しかしながら、ＳＰＲ１００は、リアルタイムデータネ
ットワーク使用量情報を提供するほど十分に頻繁には更新されない。別の実現可能な解決
策は、ＩＴシステム１０８に、ＰＣＥＦ１０４から、データネットワーク使用量情報を直
接取得させることである。しかしながら、特定のサブスクライバのために機能するＰＣＥ
Ｆが動的に割当てられているので、ＩＴシステム１０８は、サブスクライバのために機能
するＰＣＥＦと直接交信するための可視性を持たない可能性がある。
【００１６】
　これらの問題点を考慮して、ＳＰＲ１００によって維持されるデータネットワーク使用
量情報の更新をトリガするためのメカニズムが提供される。図２は、この明細書中に記載
される主題の実施形態に従った、サブスクライバに関するリアルタイムデータネットワー
ク使用量情報を提供するための方法およびシステムを示す。図２を参照して、ステップ１
において、サブスクライバ１０６がＩＴシステム１０８にデータネットワーク使用量情報
を要求する。ステップ２において、ＩＴシステム１０８が、ＳＰＲ１００で、サブスクラ
イバについてのフラグを設定する。サブスクライバのプロファイルにおいてフラグを設定
することにより、サブスクライバのプロファイルにおいてデータ変更が実施される。サブ
スクライバのプロファイルにおいてデータ変更を実施することにより、サブスクライバの
ために機能するＰＣＲＦに対してデータ変更を通知するように、ＳＰＲの既存のメカニズ
ムがトリガされる。このメカニズムは、ＳＰＲ１００からサービングＰＣＲＦ１０２に送
信されるプッシュ通知要求（push notification request：ＰＮＲ）メッセージである。
以下は、プッシュ通知要求メッセージに含まれ得る例示的なフィールドを示す。
【００１７】
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【数１】

【００１８】
　プッシュ通知要求メッセージについての上述のフォーマットは、「第３世代パートナー
シッププロジェクト；技術仕様グループコアネットワークおよび端末；Ｄｉａｍｅｔｅｒ
プロトコルに基づいたＳｈインターフェイス；プロトコル詳細」（ＴＲ２９．３２９（公
開１２）（２０１３））によって指定されており、その開示全体が引用によってこの明細
書中に援用されている。上述のメッセージフォーマットでは、メッセージがサブスクライ
バ識別フィールドによって識別されたサブスクライバについての更新済みデータネットワ
ーク使用量情報に関する要求であることを、ＰＣＲＦ１０２に伝達するために、ユーザデ
ータＡＶＰの一部が用いられてもよい。
【００１９】
　ＰＮＲ要求の目的は、サーバによって維持されているユーザデータの変更をＤｉａｍｅ
ｔｅｒサーバによってＤｉａｍｅｔｅｒクライアントに通知することである。この例にお
いては、ＳＰＲ１００がＤｉａｍｅｔｅｒサーバとしての役割を果たし、ＰＣＲＦ１０２
がＤｉａｍｅｔｅｒクライアントとしての役割を果たしている。ＳＰＲ１００がサブスク
ライバについての最新のサービングＰＣＲＦ情報を維持しており、このため、ＩＴシステ
ム１０８がサービングＰＣＲＦ情報に直接アクセスする必要のないことが強調されるべき
である。
【００２０】
　ＰＮＲメッセージを受信したことに応答して、ＰＣＲＦ１０２は、ＰＮＲメッセージを
リアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求として認識し、ステップ４にお
いて、サブスクライバのために機能するＰＣＥＦと交信する。ＰＣＲＦ１０２はサブスク
ライバについてのサービングＰＣＥＦ情報を維持する。なぜなら、当該ＰＣＲＦ１０２は
サブスクライバについてのポリシーをＰＣＥＦにインストールするノードであるからであ
る。
【００２１】
　ＰＣＥＦ１０４は、使用量情報に関する要求を受信し、ステップ５において、サービン
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グＰＣＲＦ１０２に使用量情報を提供する。ＰＣＥＦ１０４は、サブスクライバについて
の最新のリアルタイム使用量カウントを認識している。なぜなら、当該ＰＣＥＦ１０４は
、サブスクライバについての、データネットワーク使用量ポリシーを含むポリシーを実施
するからである。データセッションの終了を待つことなく、使用量情報がＰＮＲメッセー
ジに応答して要求されたので、ＰＣＥＦ１０４は、サブスクライバが１つ以上のデータセ
ッションに関与している間であっても、最新の使用量情報を提供することができる。
【００２２】
　ステップ６において、ＰＣＲＦ１０２は、プロファイル更新要求（profile-update req
uest：ＰＵＲ）メッセージを介してＳＰＲ１００にリアルタイムデータネットワーク使用
量情報を提供する。ＳＰＲ１００は、ＰＵＲメッセージを受信し、ステップ７において、
ＩＴシステム１０８にリアルタイム使用量情報を提供する。以下の例示的なフィールドは
ＰＵＲメッセージに含まれてもよい：
【００２３】
【数２】

【００２４】
　上述の例においては、ＰＵＲメッセージはユーザデータＡＶＰ値を含む。ユーザデータ
ＡＶＰ値は、サブスクライバについての最新のデータネットワーク使用量情報を伝えるた
めに用いられてもよい。しかしながら、この明細書中に記載される主題は、ＰＵＲメッセ
ージを用いて最新のデータネットワーク使用量情報をＰＣＲＦからＳＰＲに伝達すること
に限定されない。上述のように、この情報を搬送するためのプロプライエタリまたは非プ
ロプライエタリのメッセージはいずれも、この明細書中に記載される主題の範囲から逸脱
することなく用いられ得る。
【００２５】
　ステップ８において、ＩＴシステム１０８がサブスクライバ１０６にリアルタイムデー
タネットワーク使用量情報を提供する。このため、図２に示されるステップを用いると、
更新されたデータネットワーク使用量情報をリアルタイムで取得するようにＳＰＲをトリ
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ガすることによって、サブスクライバがデータセッションに関与している間でさえも、サ
ブスクライバからの要求に応答して、リアルタイムサブスクライバ・データネットワーク
使用量情報を提供することができる。
【００２６】
　この明細書中に記載される主題は、サブスクライバからの要求に応答してリアルタイム
データネットワーク使用量情報を提供するかまたは取得することに限定されない。代替的
なシナリオにおいては、データまたはモバイルネットワークオペレータは、図２に示され
るステップを用いて、サブスクライバについてのデータネットワーク使用量情報をリアル
タイムで取得してもよい。ネットワークオペレータがこの情報をリアルタイムで取得する
ことを所望し得る１つの理由は、サブスクライバが１つ以上のデータネットワークセッシ
ョンに関与している間に当該サブスクライバがしきい値にあるかまたはしきい値の付近に
ある場合に、ネットワークオペレータが何らかの措置を講じることができるようにするた
めである。たとえば、ネットワークオペレータは、サブスクライバのデータネットワーク
容量の割当てを超過しつつある場合に、サブスクライバが追加のデータネットワーク容量
を購入することができるというメッセージをサブスクライバに送信することを所望する可
能性がある。別の例においては、データネットワーク・オペレータは、サブスクライバの
データネットワーク容量割当てを超過しつつあることを、サブスクライバが１つ以上のデ
ータネットワークセッションに関与している間に、サブスクライバに単に通知するだけで
もよい。
【００２７】
　図３は、この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタ
イムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＩＴシステム１０８のための例示的
なアーキテクチャを示すブロック図である。図３を参照して、ＩＴシステム１０８は、サ
ブスクライバとインターフェイスをとるためのサブスクライバ・インターフェイス３００
と、ＳＰＲとインターフェイスをとるためのＳＰＲインターフェイス３０２とを含む。サ
ブスクライバ・インターフェイス３００は、サブスクライバが電話通話によってＩＴシス
テム１０８と交信する場合に、サブスクライバまたは対話型音声応答（interactive voic
e response：ＩＶＲ）インターフェイスとウェブ通信を行なうためのハイパーテキスト転
送プロトコル（hypertext transfer protocol：ＨＴＴＰ）インターフェイスなどの如何
なる好適なインターフェイスであってもよい。別の例においては、サブスクライバ・イン
ターフェイス３００は、ＳＭＳを介してサブスクライバと通信するためのＳＭＳインター
フェイスであってもよい。ＳＰＲインターフェイス３０２は、サブスクライバについての
更新済みデータネットワーク使用量情報を取得するようＳＰＲ１００をトリガするデータ
変更がＩＴシステム１０８によってＳＰＲ１００において実施されることを可能にする如
何なる好適なインターフェイスであってもよい。たとえば、ＳＰＲインターフェイス３０
２は、データベース関連のインターフェイスであってもよく、この場合、ＩＴシステム１
０８は、ＳＰＲ１００によって維持されるサブスクライバ・プロファイルデータ・リポジ
トリに記憶されたサブスクライバ・プロファイルにデータを書込むことによって、サブス
クライバ・データの変更を実施することができる。ＩＴシステム１０８におけるコンポー
ネントは１つ以上のプロセッサ３０４によって実現または実行されてもよい。
【００２８】
　図４は、この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、リアルタイムデータネッ
トワーク使用量情報を提供するためのＳＰＲ１００のための例示的なアーキテクチャを示
すブロック図である。図４を参照して、ＳＰＲ１００は、ＩＴシステム１０８と対話する
ためのＩＴシステムインターフェース４００を含む。ＩＴシステムインターフェース４０
０は、サブスクライバ・プロファイルデータ・リポジトリ４０２に記憶されたサブスクラ
イバ・プロファイルについてのデータ変更を実施するためのコマンドをＩＴシステム１０
８から受信し得る。サブスクライバ・プロファイル・リポジトリ４０２は各々のサブスク
ライバについてのプロファイルを記憶してもよい。サブスクライバＡについてのプロファ
イル４０４を一例として示す。図示される例においては、プロファイル４０４は、サブス
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クライバのためのデータネットワーク上限（allowance）（５ＧＢ）、サブスクライバの
ためのデータネットワーク使用量（３．５ＧＢ）を含む。ＳＰＲ１００は、データ変更に
ついての通知を受けることに関与しているシステムのリストを維持し得る。まず、ユーザ
セッションが開始されると、サービングＰＣＲＦは、その時点で変更通知を「サブスクラ
イブ」していた、ＳＰＲからのサブスクライバ・プロファイルを検索する。データ変更が
なされると、ＳＰＲは、事前にサブスクライブしていたシステムに通知を送信する。この
例においては、サービングＰＣＲＦはＰＣＲＦ１であって、サブスクライバについてのデ
ータ変更通知を受信するようサブスクライブしている。
【００２９】
　上述のように、ＳＰＲ１００によって維持されるデータネットワーク使用量情報を、セ
ッション終了時よりも頻繁に更新するための何らかのトリガメカニズムがない場合、ＳＰ
Ｒ１００によって記憶されている使用量情報には、サブスクライバによるリアルタイムデ
ータネットワーク使用量の反映がなされていない可能性がある。サブスクライバ・プロフ
ァイル情報への更新をトリガするための例示的なトリガメカニズムは、サブスクライバ・
プロファイル・マネージャ４０５によって提供されてもよい。たとえば、このような変更
がＩＴシステム１０８によってサブスクライバ・プロファイルに書込まれると、サブスク
ライバ・プロファイル・マネージャ４０５は、サブスクライバ・プロファイルデータにお
ける変更を検出し得る。このような変更が発生すると、サブスクライバ・プロファイル・
マネージャ４０５は、サブスクライバ・プロファイルデータの変更をサービングＰＣＲＦ
に通知するために上述のＰＮＲメッセージを生成してもよい。ＰＮＲメッセージは、ＰＣ
ＲＦ１０２がサブスクライバ・データ使用量情報の更新に関する要求として認識している
情報を搬送し得る。
【００３０】
　ＰＮＲメッセージは更新済みサブスクライバ・データネットワーク使用量情報を取得す
るために好都合な既存のメカニズムを提供するが、この明細書中に記載される主題は、こ
の情報を取得するためにＰＮＲメッセージを用いることに限定されない。代替的な実現例
においては、ＰＣＲＦが更新済みネットワーク情報に関する要求として認識しているプロ
プライエタリまたは他のタイプのメッセージであって、かつこの情報を取得するためにＰ
ＣＲＦをトリガするプロプライエタリまたは他のタイプのメッセージが送信されてもよい
。
【００３１】
　ＳＰＲ１００はまた、ＰＣＲＦ１０２と通信するためのＰＣＲＦインターフェイス４０
６を含む。ＰＣＲＦインターフェイス４０６は、更新済みデータネットワーク使用量情報
に関する要求をＰＣＲＦ１０２に送信し、ポリシー関連のサブスクライバ情報をＰＣＲＦ
１０２に伝達し、更新済みデータネットワーク使用量情報をＰＣＲＦ１０２から受信し、
サブスクライバ・プロファイルデータ・リポジトリ４０２に情報を記憶させる。図４に示
されるコンポーネントは、１つ以上のプロセッサ４０８によって実行または実現されても
よい。
【００３２】
　図５は、この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタ
イムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＰＣＲＦ１０２のための例示的なア
ーキテクチャを示すブロック図である。図５を参照して、ＰＣＲＦ１０２は、ＳＰＲ１０
０と通信するためのＳＰＲインターフェイス５００を含む。ＳＰＲインターフェイス５０
０は、ＳＰＲ１００からデータ変更の通知を受信し、それらの通知をポリシーエンジン５
０２に提供し得る。ポリシーエンジン５０２は、受信したメッセージを処理し、適切な動
作を決定する。ポリシーエンジン５０２はまた、サブスクライバについてのサービングＰ
ＣＥＦ情報５０４を維持し得る。ＰＣＲＦ１０２はまた、ＰＣＥＦ１０４と通信するため
のＰＣＥＦインターフェイス５０６を含む。ＰＣＥＦインターフェイス５０６は、サブス
クライバのために機能しているＰＣＥＦ１０４にリアルタイムデータネットワーク使用量
情報に関する要求を送信してもよい。１つ以上のプロセッサ５０８が、ＰＣＲＦ１０２の
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コンポーネントを実現または実行し得る。
【００３３】
　図６は、この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、ＳＰＲを用いてリアルタ
イムデータネットワーク使用量情報を提供するためのＰＣＥＦ１０４の例示的なコンポー
ネントを示すブロック図である。図６を参照して、ＰＣＥＦ１０４は、ポリシーおよび他
のメッセージをＰＣＲＦ１０２から受信するためのＰＣＲＦインターフェイス６００を含
む。ＰＣＥＦ１０４はまた、ＰＣＲＦ１０２から受信されたインストール済みポリシー６
０４を実施するためのポリシー実施エンジン６０２を含む。ポリシー実施エンジン６０２
はまた、サブスクライバ数に基づいて使用量カウンタ（usage counter）６０６を実現し
てもよい。使用量カウンタ６０６は、ポリシーがインストールされる各々のサブスクライ
バによって、データネットワーク使用量の最新のカウントを維持する。ＰＣＥＦ１０４は
、データネットワーク接続を介してデータをサブスクライバに送信したりサブスクライバ
から送信したりするためのサブスクライバ・データ・インターフェイス６０８を含み得る
。１つ以上のプロセッサ６１０が、ＰＣＥＦ１０４のコンポーネントを実現または実行し
得る。
【００３４】
　図７は、この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、サブスクライバについて
のリアルタイムデータネットワーク使用量情報を提供する際にＩＴシステム１０８によっ
て実行される例示的なステップを示すフローチャートである。図７を参照して、ステップ
７００において、サブスクライバについてのリアルタイムデータネットワーク使用量情報
に関する要求が受信される。たとえば、ＩＴシステム１０８は、サブスクライバについて
のリアルタイムデータネットワーク使用量情報を要求するＳＭＳメッセージ、電子メール
または通話をサブスクライバ１０６から受信してもよい。この要求は、サブスクライバが
関与している１つ以上のデータセッションがまだ進行中である間に受信されてもよい。代
替的には、当該要求は、モバイルネットワークオペレータから発生させてもよい。
【００３５】
　ステップ７０２において、要求に応答して、ＩＴシステム１０８が、サブスクライバに
ついてのデータネットワーク使用量情報を更新するようＳＰＲ１００をトリガする。たと
えば、上述のとおり、ＩＴシステム１０８は、ＳＰＲ１００によって維持されているサブ
スクライバのプロファイルにおいてフラグを設定してもよく、この場合、フラグの設定に
より、ＳＰＲ１００をトリガして、ＰＣＲＦがサブスクライバについての要求使用量情報
として解釈するであろうデータ変更通知を送信するようにし得る。ステップ７０４におい
て、ＩＴシステム１０８が、サブスクライバについてのリアルタイムデータネットワーク
使用量情報を受信する。たとえば、ＩＴシステム１０８は、サブスクライバについてのリ
アルタイムデータネットワーク使用量情報を含むメッセージをＳＰＲ１００から受信して
もよく、または、ＳＰＲ中のサブスクライバ・プロファイルから読出して、データ変更を
検出してもよい。
【００３６】
　図８は、サブスクライバに関するリアルタイムデータネットワーク使用量情報を提供す
る際にＳＰＲ１００によって実行される例示的な全体的ステップを示すフローチャートで
ある。図８を参照すると、ステップ８００において、ＳＰＲ１００が、サブスクライバに
ついてのデータ変更要求を受信する。データ変更要求は、サブスクライバのプロファイル
においてフラグを設定するための、ＩＴシステム１０８からのメッセージであってもよい
。データ変更要求によって、サブスクライバについてのデータの変更をサービングＰＣＲ
Ｆに通知するようにＳＰＲがトリガされてもよい。したがって、ステップ８０２において
、ＳＰＲ１００は、サブスクライバのために機能するＰＣＲＦを識別する。ステップ８０
２は、サブスクライバについてのデータ変更通知を受信することを承諾しているすべての
ＰＣＲＦを決定するためにそれ自体の状態データを分析することによって、実行されても
よい。ステップ８０４において、ＳＰＲ１００がＰＮＲをサービングＰＣＲＦに送信する
。ＰＮＲは、ＰＣＲＦによって認識されるパラメータを使用量情報に関する要求として含
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んでもよい。ステップ８０６において、ＳＰＲが、サブスクライバについての使用量情報
を含むＰＵＲを受信する。ステップ８０８において、ＳＰＲ１００がＩＴシステムに使用
量情報を提供する。
【００３７】
　図９は、サブスクライバに関するリアルタイムデータネットワーク使用量情報を提供す
る際にＰＣＲＦ１０２によって実行される例示的なステップを示すフローチャートである
。図９を参照して、ステップ９００において、ＰＣＲＦ１０２がＳＰＲからＰＮＲを受信
する。ステップ９０２において、ＰＣＲＦ１０２が、ＰＮＲを、サブスクライバについて
のリアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する要求として識別する。ステップ９
０４において、ＰＣＲＦ１０２がサービングＰＣＥＦを識別する。ＰＣＲＦ１０２は、サ
ブスクライバについてのポリシーをＰＣＥＦにインストールしたノードであるので、この
ＰＣＲＦ１０２は、サービングＰＣＥＦに関する情報を記憶していてもよい。ステップ９
０６において、ＰＣＲＦ１０２が、リアルタイムデータネットワーク使用量情報に関する
要求をサービングＰＣＥＦに送信する。ステップ９０８において、ＰＣＲＦ１０２は、サ
ービングＰＣＥＦ１０４からリアルタイムデータネットワーク使用量情報を受信し、ステ
ップ９１０において、ＰＵＲメッセージを介してＳＰＲ１００に対してリアルタイム使用
量情報のインディケーションを提供する。複数のＰＣＥＦがサブスクライバのために機能
している場合、ＰＣＲＦ１０２は、サブスクライバが関与している各々のセッションによ
って用いられている最新のバイトカウントについてＰＣＥＦの各々に対して照会を行って
、サービングＰＣＥＦのすべてから得られるバイトカウントを合計してもよい。ＰＵＲメ
ッセージにて提供されるリアルタイム・ネットワーク使用量情報のインディケーションは
、ユーザの最新データネットワークセッションすべてについての合計バイトカウントを表
わしている可能性がある。単一のＰＣＥＦがサブスクライバのために機能している場合で
あっても、ＰＣＥＦにサブスクライバのデータネットワーク使用量割当ての一部しか割当
てられていないのであれば、たとえば、１ＧＢ割当てのうち１００ＭＢのチャンクしか割
当てられていないのであれば、ＰＣＲＦは、事前に割当てられたすべてのチャンクからの
使用量とともに最新のチャンクのうちのサブスクライバの使用量を合計して、この合計を
ＳＰＲに提供してもよい。
【００３８】
　図１０は、この明細書中に記載される主題の実施形態に従った、サブスクライバに関す
るリアルタイムデータネットワーク使用量情報を提供する際にＰＣＥＦ１０４によって実
行される例示的なステップを示す。図１０に示されるステップは、所与の時間にサブスク
ライバのために機能している複数のＰＣＥＦの各々によって実行されてもよい。図１０を
参照して、ステップ１０００において、ＰＣＥＦ１０４が、サブスクライバについてのリ
アルタイム使用量情報に関する要求を受信する。当該要求は、サブスクライバに関する１
つ以上のデータネットワークセッションが進行中である間に受信されてもよい。当該要求
はサービングＰＣＲＦ１０２から発生させてもよい。ステップ１００２において、ＰＣＥ
Ｆ１０４がサブスクライバについてのデータネットワーク使用量カウンタを読出す。ＰＣ
ＥＦはこのようなカウンタを維持し得るが、これは、ＰＣＥＦが、そのポリシー実施機能
の一部としてこのようなカウンタを維持することを要求されているからである。ステップ
１００４において、ＰＣＥＦが、サブスクライバに関するリアルタイムデータネットワー
ク使用量情報をＰＣＲＦ１０２に提供する。リアルタイムデータネットワーク使用量情報
は、サブスクライバが関与している１つ以上のデータネットワークセッションが進行中で
ある間に、サブスクライバによって用いられている最新のデータバイト量であってもよい
。
【００３９】
　このため、ＳＰＲにおいて維持されるデータネットワーク使用量情報の更新をトリガす
ることによって、この明細書中に記載される主題は、サブスクライバについてのリアルタ
イムデータネットワーク使用量情報を提供することができる。この明細書中に記載される
主題は、データネットワーク使用量情報の更新を実施するために既存のメカニズムを変更
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したものを用いている。ここで開示されている主題のさまざまな詳細がここに開示されて
いる主題の範囲から逸脱することなく変更され得ることが理解されるだろう。さらに、上
述の説明は、例示だけを目的としたものであって、限定を目的としたものではない。
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【図３】
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